
金
滞
官
蹴
志
巻
九

て
、
此
の
地
を
人
民
の
遊
観
場
と
定
め
、
永
世
公
聞
に
た
し
度
し
と

の
皆
‘
明
治
七
年
一
月
十
四
日
内
務
省
へ
伺
ひ
に
相
成
庭
、
同
年
二

月
廿
七
日
開
演
相
成
段
指
令
有
v
之
.
其
皆
同
年
五
月
七
日
間
柄
廊
よ
り

布
建
せ
ら
る
。
依
v
之
遁
々
緒
方
に
入
口
を
付
け
、
或
は
茶
府
等
建
築

方
出
願
人
多
〈
迫
々
許
可
あ
り
て
、
国
内
と
L
か
し
と
に
建
築
し
・

今
の
鉢
裁
に
至
り
闘
中
古
雅
た
る
風
設
は
‘
稀
e
損
4
y
と
い
へ
ど
も
、

共
の
繁
華
は
以
前
の
閑
雅
に
異
た
り
と
い
ふ
ぺ
し
。
明
治
十
一
年
十

月
北
陸
御
池
幸
の
時
、
此
の
地
へ
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
、
殊
に
叡
慮
に

叶
ひ
.
地
景
等
を
賞
し
給
ふ
と
ぞ
。
平
次
意
ふ
K
・
此
の
園
地
は
寛

文
の
初
め
・
柏
町
藩
五
世
綱
紀
卿
初
め
て
蓮
池
亭
の
地
を
露
地
に
諮
ら

し
め
、
藩
公
の
遊
観
所
と
悲
し
給
ひ
、
夫
れ
よ
り
百
五
十
鈴
年
の
後
、

文
政
五
年
十
二
世
持
庚
君
蓮
池
と
一
国
の
地
と
た
し
・
初
め
て
粂
六
、

固
と
披
し
‘
養
老
所
と
た
し
給
へ
り
。
夫
れ
よ
り
五
十
鈴
年
の
後
、

明
治
七
年
に
人
民
の
遊
観
場
と
定
め
ら
れ
.
m
腕
下
第
一
の
公
園
と
・
な

り
。
北
陸
御
巡
幸
の
叡
覧
に
ま
で
至
り
し
は
、
貨
に
不
品
目
山
寄
る
値

遇
と
や
い
ふ
べ
き
。
或
は
云
ふ
。
今
や
諸
府
膝
下
各
公
闘
を
定
め
、

人
民
の
遊
観
場
と
・
た
し
た
れ
ど
、
本
腕
柿
の
如
き
勝
景
等
を
粂
備
せ
し

は
稀
た
り
と
ぞ
。

一
、
榔
勝
手
水
鉢

一
、
化
石
乎
水
鉢

右
雨
手
水
鉢
、
夕
顔
亭
の
事
前
に
あ
り
。
中
に
も
俗
に
榔
廓
の
手
水

鉢
と
呼
べ
る
も
の
は
、
後
藤
程
乗
の
作
に
て
、
李
白
の
闘
を
彫
刻
せ

る
も
の
左
り
と
い
へ
り
。

一
、
琴
柱
燈
飽

乗
六
回
大
掘
の
南
岸
に
あ
り
。
粟
ヶ
崎
木
谷
藤
十
郎
の
組
先
よ
り
審

公
へ
呈
上
す
と
一
式
ふ
。

一
、
雲
見
燈
館

粂
六
圏
雲
見
橋
の
側
、
大
掘
の
東
岸
に
あ
り
。
元
武
州
江
戸
本
郷
邸

に
あ
り
し
を
‘
使
臆
の
頃
引
寄
せ
ら
れ
此
の
地
に
建
て
ら
る
と
い
へ

り一
、
春
日
形
大
燈
錨

博
物
舘
内
茶
室
の
前
に
あ
り
。
是
も
元
江
戸
邸
に
あ
り
し
を
、
鹿
踏

の
頃
引
寄
せ
ら
れ
し
と
云
ふ
。

一
、
貨
門
橋

余
六
固
と
蓮
池
と
の
境
た
る
林
中
に
あ
る
石
橋
な
り
。
此
の
橋
は
、

昔
中
納
言
利
常
卿
の
設
置
し
給
へ
る
石
橋
怠
る
に
よ
り
、
黄
門
橋
の

金
滞
古
蹟
志
巻
丸

八

。
会
圏
内
名
蹟

一
、
山
崎
山
一
名
紅
葉
山

此
の
山
は
、
囲
内
東
南
の
隅
、
俗
托
一
民
ふ
異
人
舘
の
庭
地
也
。
山
の

牟
腹
に
五
霊
塔
あ
り
。
此
の
塔
は
京
都
御
室
御
所
に
あ
る
古
塔
の
模

治
に
七
、
白
河
御
影
石
を
以
て
遁
り
、
石
川
郡
架
ヶ
崎
嶋
崎
徳
平
よ
り

程
藩
主
ヘ
呈
上
す
と
一
宮
ふ
。

一
、
灘
見
亭

一
名
夕
顔
亭

蓮
池
阻
亭
の
一
に
て
‘
昔
よ
り
共
の
健
存
在
せ
し
は
此
の
亭
の
み
な

り
と
い
へ
り
。
亭
中
に
夕
顔
の
形
を
透
し
た
る
鐙
あ
り
。
故
に
夕
顔

亭
と
呼
ぺ
り
。
昔
は
小
郷
遠
州
の
扇
矧
を
掛
け
あ
り
し
か
ど
今
は
た

し。一
.
内
橋
亭

蓮
池
四
亭
の
一
日
比

τ、
普
は
今
の
蓮
池
町
の
地
越
に
あ
り
し
か
ど
、

後
移
縛
し
て
、
今
は
乗
六
聞
大
掘
の
西
岸
水
中
へ
突
出
せ
る
亭
是

た
り
。
今
酔
紅
舘
と
稀
す
る
茶
庖
の
建
物
に
嵐
せ
り
。

一
、
準
叫
が
宮
塔

蓮
池
大
潟
の
下
た
る
中
島
の
地
に
あ
り
。
奮
停
に
一
宮
ふ
。
昔
朝
鮮
陣

の
時
分
捕
に
せ
し
も
の
也
と
ぞ
。
.

名
あ
り
と
い
へ
り
。

一
、
獅
子
石

黄
門
橋
の
甫
に
あ
り
。
天
然
に
獅
子
の
放
を
な
す
を
以
て
‘
獅
子
お

と
呼
べ
り
。

一

、

虎

石

象
六
園
大
掘
の
北
た
る
笹
原
、
吹
井
戸
の
西
方
に
あ
り
。
是
も
天
然

に
共
の
般
を
な
す
に
よ
り
‘
虎
石
と
呼
べ
り
。

一
、
三
重
塔

乗
六
園
南
隅
た
る
柴
蝶
山
の
頂
に
あ
り
。
此
の
塔
は
、
竹
津
殿
建
築

の
頃
、
醤
藩
主
十
二
世
部
門
庚
卿
柴
螺
山
を
築
き
、
此
の
塔
を
建
立
し

て
‘
宵
像
を
塔
中
に
安
置
せ
ら
れ
し
か
ど
、
陵
藩
の
際
宵
像
は
他
所

へ
移
さ
れ
し
と
一
武
へ
り
。

一
、
根
上
り
松

此
の
松
は
、
奮
藩
主
十
三
世
正
二
位
前
中
納
宮
部
門
務
卿
の
手
植
の
樹

木
・
た
り
と
い
へ
り
。

右
之
外
、
種
々
の
蟻
石
脊
石
類
ゐ
び
た
ピ
し
く
‘
樹
木
は
大
模
以
下

老
樹
古
木
多
く
.
或
は
種
々
の
珍
木
類
.
或
は
江
州
唐
崎
の
松
の
質

生
ひ
‘
能
登
米
森
披
蹟
の
松
の
貸
生
以
友
E
の
類
、
奮
藩
主
の
時
引

九




